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(57)【要約】
【課題】内視鏡システムの使用者による点灯積算時間の
リセットが不要な内視鏡用光源装置のランプユニットを
提供する。
【解決手段】電子内視鏡システム１における内視鏡用光
源装置から脱着可能なランプユニットは、ランプ２２ｃ
を備える。ランプ２２ｃを保持するカートリッジ（２２
ａ２、２２ｂ２）を備える。ランプ２２ｃの点灯時間を
カウントし、点灯時間を積算して点灯積算時間を求める
積算部２３を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ランプと、
　前記ランプを保持するカートリッジと、
　前記ランプの点灯時間をカウントし、前記点灯時間を積算して点灯積算時間を求める積
算部とを備えることを特徴とする内視鏡用光源装置から脱着可能なランプユニット。
【請求項２】
　前記積算部は、前記点灯時間をカウントするタイマと、前記点灯積算時間を記録する記
録部とを有することを特徴とする請求項１に記載のランプユニット。
【請求項３】
　前記積算部は、前記点灯積算時間を第１時間おきに、前記記録部の第１、第２領域に交
互に記録することを特徴とする請求項２に記載のランプユニット。
【請求項４】
　前記積算部は、前記第１、第２領域に記録された前記点灯積算時間のうち、大きい値の
方を、前記積算時間信号として出力することを特徴とする請求項３に記載のランプユニッ
ト。
【請求項５】
　前記積算部は、前記カートリッジに取り付けられることを特徴とする請求項１に記載の
ランプユニット。
【請求項６】
　ランプと、前記ランプを保持するカートリッジと、前記ランプの点灯時間を積算して点
灯積算時間を求め、前記点灯積算時間に関する積算時間信号を出力する積算部とを有し、
光源装置から脱着可能なランプユニットと、
　前記積算時間信号を受信し、前記点灯積算時間に関する情報を出力する画像処理プロセ
ッサとを備えることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項７】
　前記画像処理プロセッサは、前記点灯積算時間をモニタで表示可能な信号に変換する制
御部を有することを特徴とする請求項６に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　電子スコープをさらに備え、
　前記画像処理プロセッサは、前記点灯積算時間を、前記電子スコープから得られた画像
に足しあわせる信号処理部を有することを特徴とする請求項７に記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記画像処理プロセッサは、前記点灯積算時間に関する出力として、前記点灯積算時間
が、前記ランプの性能保証期間を越えた場合に、警告を行うことを特徴とする請求項６に
記載の内視鏡システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用光源装置のランプユニットに関し、特にランプの点灯積算時間を算
出可能なランプユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡用光源装置におけるランプの点灯積算時間をカウントする内視鏡システム
が提案されている。特許文献１は、ランプ交換時に必要な点灯積算時間のリセットが電源
スイッチなどの操作によって可能な内視鏡システムを開示する。
【特許文献１】特開２００１－７５０１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００３】
　しかし、特許文献１の装置では、点灯積算時間のリセットが簡単に行えるものの、内視
鏡システムの使用者がリセット操作を行う必要がある。
【０００４】
　したがって本発明の目的は、内視鏡システムの使用者による点灯積算時間のリセットが
不要な内視鏡用光源装置のランプユニットを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る内視鏡用光源装置から脱着可能なランプユニットは、ランプと、ランプを
保持するカートリッジと、ランプの点灯時間をカウントし、点灯時間を積算して点灯積算
時間を求める積算部とを備える。
【０００６】
　好ましくは、積算部は、点灯時間をカウントするタイマと、点灯積算時間を記録する記
録部とを有する。
【０００７】
　さらに好ましくは、積算部は、点灯積算時間を第１時間おきに、記録部の第１、第２領
域に交互に記録する。
【０００８】
　さらに好ましくは、積算部は、第１、第２領域に記録された点灯積算時間のうち、大き
い値の方を、積算時間信号として出力する。
【０００９】
　また、好ましくは、積算部は、カートリッジに取り付けられる。
【００１０】
　本発明に係る内視鏡システムは、ランプと、ランプを保持するカートリッジと、ランプ
の点灯時間を積算して点灯積算時間を求め、点灯積算時間に関する積算時間信号を出力す
る積算部とを有し、光源装置から脱着可能なランプユニットと、積算時間信号を受信し、
点灯積算時間に関する情報を出力する画像処理プロセッサとを備える。
【００１１】
　好ましくは、画像処理プロセッサは、点灯積算時間をモニタで表示可能な信号に変換す
る制御部を有する。
【００１２】
　さらに好ましくは、電子スコープをさらに備え、画像処理プロセッサは、点灯積算時間
を、電子スコープから得られた画像に足しあわせる信号処理部を有する。
【００１３】
　また、好ましくは、画像処理プロセッサは、点灯積算時間に関する出力として、点灯積
算時間が、ランプの性能保証期間を越えた場合に、警告を行う。
【発明の効果】
【００１４】
　以上のように本発明によれば、内視鏡システムの使用者による点灯積算時間のリセット
が不要な内視鏡用光源装置のランプユニットを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本実施形態における電子内視鏡システム１の構成について、図を用いて説明する
。本実施形態に係る電子内視鏡システム１は、電子スコープ１０、画像処理プロセッサ２
０、及びモニタ４０を備える（図１参照）。
【００１６】
　電子スコープ１０は、患者の体内に挿入される可撓管である挿入部に撮像部１１を有し
、施術者が手で保持しながら各種操作を行い画像処理プロセッサ（画像処理装置）２０に
接続される操作及び接続部から挿入部の先端にかけて画像処理プロセッサ２０からの光を
導光するライトガイド１２を有する。撮像部１１は、撮像素子、及び撮像素子を制御する
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回路を有する。
【００１７】
　電子スコープ１０は、撮像部１１で得られた信号に相関二重サンプリング処理を行うサ
ンプルホールド回路などの相関二重サンプリング部１３、ＤＳＰなどで前段の画像処理（
たとえばゲイン調整）を行う第１信号処理部１４、撮像部１１の撮像素子を制御するドラ
イバ１５、第１信号処理部１４の信号処理タイミング及びドライバ１５の駆動タイミング
を制御するタイミングコントロール部１６、及び第１信号処理部１４のパラメータの書き
込み等電子スコープ１０の各部の制御や画像処理プロセッサ２０との通信を行う第１制御
部１７を有する。
【００１８】
　画像処理プロセッサ２０は、電源やイグナイタなど点灯部２２を駆動するランプ制御部
２１、点灯部２２、点灯部２２の点灯時間を積算する積算部２３、点灯部２２からの出射
した光のうちライトガイド１２に入射させる光量を調整する絞り２４、第１信号処理部１
４で画像処理された画像信号に対して後段の画像処理を行う第２信号処理部３１、第２信
号処理部３１で得られた画像信号に積算部２３からの時間情報（点灯積算時間）を足しあ
わせる第３信号処理部３２、画像処理プロセッサ２０の各部を制御する第２制御部３３、
及び画像処理プロセッサ２０の各部の操作を行うフロントパネル３４を有する。
【００１９】
　画像処理プロセッサ２０では電子スコープ１０により取得された画像信号に対し、モニ
タ４０で表示可能な画像であって、積算部２３で計測されたランプ２２ｃの使用時間（点
灯積算時間）を有する画像を生成する所定の画像処理が施される。
【００２０】
　次に、点灯部２２、積算部２３、及び第２制御部３３の詳細について説明する（図２～
図５参照）。
【００２１】
　点灯部２２は、カソード側電極保持部２２ａ１、カソード側ランプカートリッジ２２ａ
２、カソード側ネジ２２ａ３、アノード側電極保持部２２ｂ１、アノード側ランプカート
リッジ２２ｂ２、アノード側ネジ２２ｂ３、ランプ２２ｃ、及びカートリッジ支持台２２
ｄを有する。
【００２２】
　積算部２３は、積算部側Ｉ／Ｏ部２３ａ、積算用ＣＰＵ２３ｂ、ＥＥＰＲＯＭ２３ｃ、
タイマ２３ｄ、電極接触部２３ｅ（接触用ピン２３ｅ１、ピン保持部２３ｅ２、接続ケー
ブル２３ｅ３、接地ケーブル２３ｅ４、接地台２３ｅ５）を有する。
【００２３】
　カソード側ランプカートリッジ２２ａ２、カソード側ネジ２２ａ３、アノード側ランプ
カートリッジ２２ｂ２、アノード側ネジ２２ｂ３、ランプ２２ｃ、積算部側Ｉ／Ｏ部２３
ａ、積算用ＣＰＵ２３ｂ、ＥＥＰＲＯＭ２３ｃ、及びタイマ２３ｄは、ランプユニットを
構成し、カートリッジ支持台２２ｄから脱着可能である。
【００２４】
　第２制御部３３は、第２制御部側Ｉ／Ｏ部３３ａ、第２制御部側ＣＰＵ３３ｂ、キャラ
クタジェネレータ３３ｃを有する。
【００２５】
　カソード側ランプカートリッジ２２ａ２、アノード側ランプカートリッジ２２ｂ２は、
ランプ２２ｃを保持し、それぞれカソード側電極保持部２２ａ１、アノード側電極保持部
２２ｂ１に脱着可能な状態で係合される。係合は、カソード側ネジ２２ａ３、アノード側
ネジ２２ｂ３によるネジ止めで行われる。カソード側ランプカートリッジ２２ａ２、アノ
ード側ランプカートリッジ２２ｂ２は、イグナイタ（不図示）と接続される。点灯時には
、イグナイタ、カソード側電極保持部２２ａ１、カソード側ランプカートリッジ２２ａ２
、アノード側電極保持部２２ｂ１、アノード側ランプカートリッジ２２ｂ２を介してラン
プ２２ｃに電力が供給される。カソード側電極保持部２２ａ１、アノード側電極保持部２
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２ｂ１は、絶縁物であるカートリッジ支持台２２ｄに固定される。
【００２６】
　積算部２３のランプユニットを構成する部分（積算部側Ｉ／Ｏ部２３ａ、積算用ＣＰＵ
２３ｂ、ＥＥＰＲＯＭ２３ｃ、及びタイマ２３ｄ）は、カソード側ランプカートリッジ２
２ａ２に取り付けられる（接着）。積算部２３のランプユニットを構成する部分には、ラ
ンプ２２ｃの点灯期間に合わせて電力が供給される。ランプ２２ｃの点灯期間に合わせて
積算部２３に電力供給を行うため、第２制御部３３によってランプ２２ｃの点灯状態が監
視（ランプ２２ｃに電流が流れているか否かが監視）され、点灯していると判断された際
に送信される点灯完了信号、消灯していると判断された際に送信される点灯終了信号に基
づいて、積算部２３のタイマ２３ｄ等が駆動される。
【００２７】
　タイマ２３ｄは、電力が供給された時間、すなわちランプ２２ｃが点灯している時間を
カウントする。積算用ＣＰＵ２３ｂは、カウントした点灯時間を積算して点灯積算時間を
求める。点灯積算時間の値は、第１時間（例えば３０秒）おきに、ＥＥＰＲＯＭ２３ｃの
２つの記録領域に交互に記録される。ＥＥＰＲＯＭ２３ｃの２つの記録領域に記録された
時間のうち、大きい方の値がランプ２２ｃの点灯積算時間に対応する積算時間信号として
、積算用Ｉ／Ｏ部２３ａ、接触用ピン２３ｅ１、接続ケーブル２３ｅ３、第２制御部側Ｉ
／Ｏ部３３ａを介して、第２制御部側ＣＰＵ３３ｂに送信される。本実施形態では、第２
制御部側ＣＰＵ３３ｂへの積算時間信号の送信は、電子内視鏡システム１の電源がオン状
態にされた時に行う形態を説明するが、さらに、第２時間（≦第１時間）おきに送信を行
ってもよい。
【００２８】
　２つの記録領域に交互に記録するのは、電子内視鏡システム１の電源が急にオフ状態に
された場合など、ＥＥＰＲＯＭ２３ｃの一方の記録領域への記録が正しく行われなかった
（書き込みされなかった）場合に、他方の記録領域に記録された値を、ランプ２２ｃの総
点灯時間として使用するためである。この場合、他方の記録領域に記録された値は、最長
で第１時間前の値となり正確な点灯積算時間とは言えないが、第１時間を３０秒など短い
時間に設定しておけば、ランプ２２ｃの点灯積算時間として使用するのに問題は生じない
。
【００２９】
　積算部２３の電極接触部２３ｅ（接触用ピン２３ｅ１、ピン保持部２３ｅ２、接続ケー
ブル２３ｅ３、接地ケーブル２３ｅ４、接地台２３ｅ５）は、画像処理プロセッサ２０に
固定される。接触用ピン２３ｅ１は、ランプユニットがカートリッジ支持台２２ｄに取り
付けられると、積算部２３のランプユニットを構成する部分と電気的に接触し、電源から
の電力供給や、積算時間信号などの送信に使用される。ピン保持部２３ｅ２は接触用ピン
２３ｅ１を保持する絶縁体である。接続ケーブル２３ｅ３は、接触用ピン２３ｅ１と接続
され、電力供給や積算時間信号の送信のために、電源（不図示）や第２制御部３３と接続
されるケーブルである。接地ケーブル２３ｅ４は、接触用ピン２３ｅ１と接続され、電力
供給のためのＧＮＤ線の一部を接地台２３ｅ５を介して接地するためのケーブルである。
かかる接地は、ランプ点灯開始時（イグニッション時）に発生するノイズ電流を逃がすた
めに使用される。
【００３０】
　第２制御部側ＣＰＵ３３ｂに送信されたランプ２２ｃの点灯積算時間の情報は、キャラ
クタジェネレータ３３ｃで、モニタ４０で表示する画像上に表示する文字などに変換され
、第３信号処理部３２に出力される。第３信号処理部３２は、変換された文字を、第２信
号処理部３１からの画像信号に足し合わせする。但し、足し合わせせずに、単独でモニタ
４０に表示させてもよい。
【００３１】
　また、点灯積算時間を出力する形態は、モニタ４０上に表示するものに限られない。例
えば、画像処理プロセッサ２０のフロントパネル３４など電子内視鏡システム１の使用者
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が視認できる位置に、ＬＥＤを点灯積算時間の長さに対応して点灯させる（点灯積算時間
の長さに対応して変化する色、または変化するＬＥＤの数）形態であってもよいし、別途
ＬＣＤなどを使った表示部を配置してかかる表示部に表示する形態であってもよい。この
場合、第３信号処理部３２のように、画像信号との足し合わせを行う回路を省略すること
が可能になる。
【００３２】
　第２制御部側ＣＰＵ３３ｂは、ランプ２２ｃの点灯積算時間が、予め設定されたランプ
２２ｃの寿命（性能保証期間）を過ぎたか否かを判断し、過ぎた場合には、警告（モニタ
４０への表示、または図示しない音声出力）のための処理を行う。
【００３３】
　また、第２制御部ＣＰＵ３３ｂは、ランプ２２ｃの点灯状態を監視し、ランプ２２ｃが
点灯している場合に、点灯完了信号を積算部２３に送信し、点灯が終了（消灯）した場合
に、点灯終了信号を積算部２３に送信する。積算部２３は、点灯完了信号に基づいて、カ
ウント及び積算を開始し、点灯終了信号に基づいてカウント及び積算を終了させ、その時
点の積算時間がＥＥＰＲＯＭ２３ｃに記録される。但し、点灯終了信号の送信が完了する
前に、電子内視鏡システム１の電源がオフ状態にされる場合もあり、この場合は、点灯終
了信号を受信する前にカウント及び積算は終了される。そのため、ＥＥＰＲＯＭ２３ｃへ
の記録がうまく行われず、記録中に電源がオフ状態にされた場合には、記録中の記録領域
の値が消去されることもある。但し、消去された場合でも、記録中でない他の記録領域の
値が点灯積算時間として使用可能である。
【００３４】
　次に、ランプ点灯消灯制御に基づいて、ランプ２２ｃの点灯積算時間を計測する流れを
図６のフローチャートを用いて説明する。ステップＳ１１で、電子内視鏡システム１の電
源がオン状態にされると、ステップＳ１２で、積算部２３に電力が供給される。この時、
第２制御部側ＣＰＵ３３ｂにおいて、ＥＥＰＲＯＭ２３ｃに記録されたランプ２２ｃの点
灯積算時間（２つの記録領域に記録された値のうちの大きい方）に対応した積算時間信号
が読み出しされ、点灯積算時間が性能保証期間を過ぎたか否かが判断され、過ぎている場
合には警告に関する処理が行われる。過ぎていない場合には、キャラクタジェネレータ３
３ｃを介して、点灯積算時間がモニタ４０に表示される。
【００３５】
　ステップＳ１３で、ランプ制御部２１を介してランプ２２ｃの点灯制御が行われる。第
２制御部３３は、ランプ２２ｃが点灯したか否か（ランプ２２ｃに電流が流れているか否
か）を判断し、点灯している場合に、ステップＳ１４で、点灯完了信号を積算部２３に送
信する。ステップＳ１５で、積算部２３は、ランプ点灯時間のカウント、及びカウントし
た点灯時間の積算（点灯積算時間の算出）を開始する。ステップＳ１６で、第１時間おき
に、点灯積算時間はＥＥＰＲＯＭ２３ｃの２つの記録領域のいずれかに交互に書き込みさ
れる。
【００３６】
　ステップＳ１７で、ランプ２２ｃを消灯させる動作が行われたか否か、これに伴って点
灯終了信号が送信されたか否かが判断される。送信された場合には、ステップＳ１８でラ
ンプ２２ｃの消灯動作とともに、積算部２３のカウント及び積算を終了させ、この時点で
の点灯積算時間をＥＥＰＲＯＭ２３ｃに記録する。送信されていない場合には、ステップ
Ｓ１８が繰り返される。
【００３７】
　本実施形態では、ランプ２２ｃを含むランプユニットに、ランプ２２ｃの点灯積算時間
を算出する積算用ＣＰＵ２３ｂ、ＥＥＰＲＯＭ２３ｃ、及びタイマ２３ｄを有するため、
電子内視鏡システム１の使用者が、ランプ交換後（ランプユニット取付後）に点灯積算時
間のリセットのために操作を行うことなく、点灯積算時間を求めることが可能になり、ラ
ンプ２２ｃの使用状態の管理を精度よく行うことが可能になる。また、ランプユニットを
他の電子内視鏡システム（積算部２３の構成を有する）に使用する場合には、ＥＥＰＲＯ
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Ｍ２３ｃに記録された点灯積算時間が使用できる。
【００３８】
　また、ランプ２２ｃ及び点灯積算時間の算出のための部材（積算用ＣＰＵ２３ｂ、ＥＥ
ＰＲＯＭ２３ｃ、及びタイマ２３ｄ）を含むランプユニットは、ランプ２２ｃの交換時に
ランプ２２ｃの供給元などに返却されるため、ランプ２２ｃの交換後、供給元側で点灯積
算時間をリセットして再利用することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本実施形態における電子内視鏡システムの構成図である。
【図２】ランプユニットが取り付けられる前の状態における、ランプと積算部の構成を示
す斜視図である。
【図３】ランプユニットが取り付けられた後の状態における、ランプと積算部の構成を示
す斜視図である。
【図４】ランプユニットが取り付けられた後の状態における、ランプと積算部の構成を示
す正面図である。
【図５】積算部と第２制御部とのランプ総点灯時間を積算するための回路構成図である。
【図６】ランプ総点灯時間の積算の流れを示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００４０】
　１　電子内視鏡システム
　１０　電子スコープ
　１１　撮像部
　１２　ライトガイド
　１３　相関二重サンプリング部
　１４　第１信号処理部
　１５　ドライバ
　１６　タイミングコントロール部
　１７　第１制御部
　２０　画像処理プロセッサ
　２１　ランプ制御部
　２２　点灯部
　２２ａ１　カソード側電極保持部
　２２ａ２　カソード側ランプカートリッジ
　２２ａ３　カソード側ネジ
　２２ｂ１　アノード側電極保持部
　２２ｂ２　アノード側ランプカートリッジ
　２２ｂ３　アノード側ネジ
　２２ｃ　ランプ
　２２ｄ　カートリッジ支持台
　２３　積算部
　２３ａ　積算部側Ｉ／Ｏ部
　２３ｂ　積算用ＣＰＵ
　２３ｃ　ＥＥＰＲＯＭ
　２３ｄ　タイマ
　２３ｅ　電極接触部
　２３ｅ１　接触用ピン
　２３ｅ２　ピン保持部
　２３ｅ３　接続ケーブル
　２３ｅ４　接地ケーブル
　２３ｅ５　接地台
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　２４　絞り
　３１　第２信号処理部
　３２　第３信号処理部
　３３　第２制御部
　３４　フロントパネル
　４０　モニタ
 

【図１】 【図２】
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